
　第 52 回県中学校総合体育大会（バドミントン八重山大会） 
に出場した女子バドミントン部。7/22（火） 女子団体で見事 1 回戦
突破し、ベスト 16 になりました。宮平エレナ・小澤愛菜ペアも翌日
の対戦で、本校代表として最後まで諦めず、戦い続けることができま
した！夏休み期間中の本校代表のスタートとして大健闘しました。3

 年生にとっては集大成の大会でしたが、今後の成長に期待します。

　第 45 回新報児童オリンピック大会（7/26 ～）で４・５年生が出場した B  ブロック、さらに、
２・３年生が出場した C ブロックにおいて、本校児童たちが南大東スポーツクラブとして出場し、両
ブロックで見事ブロック優勝しました！　競技を始めてまだ間もない時期ですが、ボールを追いかけ

 る一生懸命な姿が観られました、今後の自信につながることを期待します。
　※ A ブロックに出場予定の 5･6 年生は後日競技出場予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     　 　 　 　
　　　　　　　B パート（左：4･5 年生）、C パート（右：2･3 年生）　各ブロックで優勝 
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　7 月 25 日（金）、県吹奏楽コンクールが行われ、
本校からは中学生だけでなく、小学校からも合同で

 参加しました。結果は「感動の銅賞」です！
【本番を聴いた ある先生のコメント】 
「ものすごい緊張感の中、栄野川先生の指揮を必死
にみて、子ども達は感極まって泣きながらも演奏を
頑張っていました。めっちゃ心に響く演奏でした」 
　7/18 の激励演奏会後、それぞれで課題をもちなが
ら、栄野川先生の指揮の下、一人一人の練習の成果
をひとつのハーモニーにのせるよう練習に励んでい
ました。大会本番を迎えるまでに様々な修正を重ね
て、大会本番まで妥協せず、あきらめない姿は、本
番の演奏や、演奏後の児童生徒の笑顔に達成感とし

 てあらわれていたと思います。よく頑張りました。
　その他、急な天候悪化で多くのトラブルがあった
中、鏡原中学校（前々校長、望月雄紀）の協力で校
舎の一部を借りて練習ができました。（左写真） 
 

　全国の都道府県・指定都市教育委員会から推薦された中学生が東京に集ま
り、「拉致被害者のご家族の講話を聴きながら拉致問題に対する理解を深め
る事業」に、本校３年生の當眞来春さんが推薦され、8 月の東京で開催され

 る同サミットに参加します。
　當眞来春さんからは「中学生サミットの沖縄県代表に選ばれて嬉しい気持
ちでいっぱい。拉致問題について学び、他県の中学生と話をし、サミット後
は学んだことをまとめて多くの人に拉致問題に関心をもってもらえるように

 発表を頑張りたい」とコメントがありました。
　県内から数名程度しか選ばれないサミットに、本校から県代表として参加
します。県外の中学生の考えも聞きながら、拉致問題に関する理解を深めて

 ほしいと思います。
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